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野村サステナブルセレクト 
世界株式型 Aコース（為替ヘッジあり） 

野村サステナブルセレクト（世界株式型 Aコース） 

運用報告書(全体版) 
 

第３期（決算日2023年12月12日） 
 

作成対象期間（2023年６月13日～2023年12月12日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 

信 託 期 間 2022年７月29日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 

グローバル・サステナブル・エクイティ マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、世界
各国（新興国を含みます。）の株式（DR（預託証書）を含みます。）を実質的な主要投資対象とし、信託財産の成長を目標に運用を行な
うことを基本とします。 
実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジ（先進国通貨等による代替ヘッジを含みます。）により為替変動リスクの低減
を図ることを基本とします。ただし、代替ヘッジによっても為替変動リスクの低減の効果が小さいあるいは得られないと判断した通貨
については、為替ヘッジを行なわない場合があります。 

主な投資対象 

野村サステナブルセレクト 
（世界株式型 Aコース） 

マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。 

マザーファンド 世界各国（新興国を含みます。）の株式（DR（預託証書）を含みます。）を主要投資対象とします。 

主な投資制限 

野村サステナブルセレクト 
（世界株式型 Aコース） 

株式への実質投資割合には制限を設けません。 
外貨建資産への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 
株式への投資割合には制限を設けません。 
外貨建資産への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、配当等収益等の水準及び基
準価額水準等を勘案して分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
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野村サステナブルセレクト（世界株式型 Aコース）

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

2022年７月29日 10,000 － － 100.00 － － － 1,404 

１期(2022年12月12日) 9,727 0 △2.7 97.65 △2.4 97.8 － 9,215 

２期(2023年６月12日) 10,035 10 3.3 103.52 6.0 98.1 － 9,836 

３期(2023年12月12日) 10,100 10 0.7 106.36 2.7 97.7 － 8,526 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

＊ 参考指数（＝「MSCIオール・カントリー・ワールド・インデックス（税引後配当込み・円ベース・為替ヘッジあり）」）は、MSCI ACWI

（All Country World Index）Index（税引後配当込み・ドルベース）をもとに、ヘッジコストを考慮して円換算したものです。設定時を100

として指数化しております。 

＊ MSCI ACWI（All Country World Index）Index（税引後配当込み・ドルベース）は、MSCIが開発した指数で、同指数の著作権、知的所有権

その他一切の権利はMSCIに帰属します。またMSCIは、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。 

（出所）MSCI 
  

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2023年６月12日 10,035 － 103.52 － 98.1 － 

６月末 10,117 0.8 104.70 1.1 98.5 － 

７月末 10,350 3.1 108.89 5.2 98.4 － 

８月末 10,143 1.1 105.82 2.2 98.6 － 

９月末 9,656 △3.8 100.72 △2.7 98.7 － 

10月末 9,398 △6.3 96.93 △6.4 98.4 － 

11月末 9,959 △0.8 105.31 1.7 97.7 － 

(期  末)       

2023年12月12日 10,110 0.7 106.36 2.7 97.7 － 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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野村サステナブルセレクト（世界株式型 Aコース）

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2023年６月12日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 
（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注） 参考指数は、MSCIオール・カントリー・ワールド・インデックス（税引後配当込み・円ベース・為替ヘッジあり）です。参考指数は、

作成期首（2023年６月12日）の値が基準価額と同一となるように計算しております。 
（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 
○基準価額の主な変動要因 

当ファンドの基準価額は以下の要因により変動しました。 
 
（上昇） ５月の米CPI（消費者物価指数）上昇率に減速感が見られたこと、米大手金融機関など

の４-６月期決算が市場予想を上回ったこと 
（下落） 大手格付機関が米国債の格付けを引き下げたこと、米長期金利が上昇したこと 
（上昇） 米金融引き締めへの過度な警戒感が後退したこと 
（下落） ９月のFOMC（米連邦公開市場委員会）において政策金利の据え置きが決定されたもの

の、年内に追加利上げを行ない、高い金利水準の維持が示唆されたこと、米長期金利
が上昇したこと 

（上昇） 複数のFRB（米連邦準備制度理事会）高官が追加利上げの必要性が薄れていると言及
したことが好感されたこと 

（下落） 米大手IT企業の決算において先行き不透明感が強まったこと、米長期金利が上昇した
こと 
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野村サステナブルセレクト（世界株式型 Aコース）

（上昇） ７-９月期の米企業決算において市場予想を上回る決算が相次いだこと、英中央銀行が

政策金利水準を据え置いたこと 
 
○投資環境 

・株式市場 
世界の株式市場は、当期初、５月の米CPI上昇率に減速感が見られたことなどから上昇して

始まりました。その後は、欧州景気の先行き不透明感が強まり下落する場面もありましたが、
米大手金融機関などの４-６月期決算が市場予想を上回ったことなどから上昇基調で推移しま
した。８月から９月中旬にかけては、大手格付機関が米国債の格付けを引き下げたことなどか
ら下落する一方、米金融引き締めへの過度な警戒感が後退したことなどから上昇するなど一進
一退の展開となりました。その後、９月のFOMCにおいて政策金利の据え置きが決定されたも
のの、年内に追加利上げを行ない、高い金利水準の維持が示唆されたことなどから下落に転じ
ました。10月に入ると、複数のFRB高官が追加利上げの必要性が薄れていると言及したことな
どが好感され持ち直しましたが、下旬にかけては、米大手IT企業の決算において先行き不透明
感が強まったことなどから再び下落しました。当期末にかけては、７-９月期の米企業決算に
おいて市場予想を上回る決算が相次いだことや、英中央銀行が政策金利水準を据え置いたこと
などから上昇し、当期において世界の株式市場は上昇しました。 
 
・為替市場 
為替市場では、11月中旬にかけて、FRBの金融引き締め継続観測や、日銀が緩和的な金融政

策を維持したことなどを背景に日米金利差が拡大し、米ドル高が進行しました。その後、当期
末にかけては、米インフレ率の低下などに伴い日米金利差が縮小したことから円高が進行しま
したが、期を通じては米ドル高・円安となりました。 
 

○当ファンドのポートフォリオ 
［野村サステナブルセレクト（世界株式型 Aコース）］ 
・主要投資対象である［グローバル・サステナブル・エクイティ マザーファンド］受益証券
の組み入れを高位に維持しました。 

・当ファンドの運用の基本方針に従い、実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッ
ジ（先進国通貨等による代替ヘッジを含みます。）により為替変動リスクの低減を図りました。 

 
［グローバル・サステナブル・エクイティ マザーファンド］ 
・株式組入比率 
期を通じておおむね高位を維持しました。 
  

・期中の主な動き 

（１） 業種別配分につきましては、ヘルスケアセクターなどをオーバーウェイト（参考指数に

比べ高めの投資比率）としました。一方、一般消費財・サービスセクターなどをアンダー

ウェイト（参考指数に比べ低めの投資比率）としました。 
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野村サステナブルセレクト（世界株式型 Aコース）

（２） 銘柄につきましては、社会的課題の解決と企業価値の向上の両方が期待できると判断し
たMICROSOFT CORP（米国、ソフトウェア）、MASTERCARD INC（米国、金融サービス）、
NOVO NORDISK A/S-B（デンマーク、医薬品）、JOHNSON CONTROLS INTERNATIONAL 
PLC（米国、建設関連製品）、THERMO FISHER SCIENTIFIC INC（米国、ライフサイエン
ス・ツール／サービス）などを組入上位銘柄としました。 

 
○当ファンドのベンチマークとの差異 
当ファンドは運用の目標となるベンチマー

クを設けておりません。 
コメント・グラフは、基準価額と参考指数の

騰落率の対比です。 
参考指数としているMSCIオール・カント

リー・ワールド・インデックス（税引後配当込
み・円ベース・為替ヘッジあり）の騰落率が2.7％
の上昇となったのに対して、基準価額は0.7％の
上昇となりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎分配金 

分配金につきましては基準価額水準等を勘案して、次表の通りとさせていただきました。 
なお留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 
○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第３期 

2023年６月13日～ 
2023年12月12日 

当期分配金 10  

(対基準価額比率) 0.099％ 

 当期の収益 10  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 483   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。   
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野村サステナブルセレクト（世界株式型 Aコース）

○ご参考：マザーファンドの運用プロセスについて 

［グローバル・サステナブル・エクイティ マザーファンド］ 
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野村サステナブルセレクト（世界株式型 Aコース）

○主要組入銘柄（発行体）の解説とESGが企業価値向上（信用力向上）に資すると判断した根拠 

［グローバル・サステナブル・エクイティ マザーファンド］ 

【株式】 

・サーモフィッシャーサイエンティフィック（米国） 

［概要］ 

科学関連製品メーカーです。ライフサイエンスの研究・分析に用いる機器、装置、試薬、消

耗品、ソフトウェア、サービスを提供します。新興国を含む世界中で製薬に対する研究開発費

が拡大する中、遺伝子解析装置や分析機器の販売が主力で、製薬事業には欠かせない機器を

扱っており、製薬会社やバイオテック企業向けの売り上げが半分以上を占めます。さらに機器

の販売後はメンテナンスサービスや消耗品販売により収益を獲得する仕組みを構築しており、

これが同社の収益安定性に寄与しています。 

 

［ESGが企業価値向上に資すると判断した根拠］ 

より健康、清潔で安全な社会の構築に必要不可欠な検査機器や分析機器を顧客に提供するこ

とで、顧客の研究開発や製薬事業における重要な地位を占めています。コロナ禍においては、

PCR検査を迅速に開発し提供することで社会に貢献したほか、新興各国にある研究施設とも積

極的な連携を行ない、製品の無償提供や技術サポートを行なうことで同社の業界での存在感を

高めています。 

 

・台湾積体電路製造［TSMC/台湾セミコンダクター］（台湾） 

［概要］ 

半導体の受託製造会社です。製造プロセスの微細化で競合他社に先行していることで、アッ

プルやエヌビディアなど多くの顧客を保有している点を評価しています。競合先であるインテ

ルは微細化対応に出遅れており、当面は当社の技術的優位性が継続するものと見ています。同

社が製造する半導体なしではスマートフォンからデータセンターまで現代のインフラを構築

するのが困難になるほど幅広く浸透しており、業界平均を上回る成長が続くものと期待してい

ます。 

 

［ESGが企業価値向上に資すると判断した根拠］ 

最先端プロセスで生産された半導体は処理能力の優位性のみならず、電力効率の面でも優れ

ており、こうした効率的な半導体は脱炭素社会構築には不可欠で同社製品に対する需要は拡大

が続くと見られます。また半導体の製造には大量の水や電力が必要になりますが、同社は利用

する水資源の80％を超えるリサイクル率を達成し、2050年までに100％再生可能エネルギー利

用への移行を目指すなど、地域社会への負荷を抑えながら事業運営にも取り組むことで参入障

壁を高めています。 
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野村サステナブルセレクト（世界株式型 Aコース）

◎今後の運用方針 

［野村サステナブルセレクト（世界株式型 Aコース）］ 

主要投資対象である［グローバル・サステナブル・エクイティ マザーファンド］受益証券

を高位に組み入れ、実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジ（先進国通貨等に

よる代替ヘッジを含みます。）により為替変動リスクの低減を図ることを基本とします。 

 

［グローバル・サステナブル・エクイティ マザーファンド］ 

・投資環境 

米国経済は、雇用環境は底堅く推移しているものの、好調だった個人消費に陰りがみられる

など減速感もみられます。また、10月のCPI上昇率は前年同月比＋3.2％と前月から鈍化しまし

た。このため、10月のFOMCでは利上げが見送られ、今後の追加利上げの必要性は低下してい

るとの見方も出ています。これまでの利上げ効果が企業業績や米国経済にどのような影響を与

えるのか注視が必要です。 

 

・運用方針 

当戦略では、社会的価値と企業価値の向上を同時達成する銘柄に投資を行ないます。運用に

あたりましては、ファンダメンタルズ（基礎的条件）分析、バリュエーション（投資価値評価）

分析およびESG（環境・社会・企業統治）への取り組み等の定性評価により投資候補銘柄を選定

し、自然環境を含むステークホルダーとの関係性分析、株価の割安度、市場動向、流動性やポー

トフォリオのリスク状況等を総合的に勘案して、組入銘柄・組入比率を決定してまいります。 

 

今後とも、引き続きご愛顧を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 
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野村サステナブルセレクト（世界株式型 Aコース）

○１万口当たりの費用明細 (2023年６月13日～2023年12月12日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 73  0.731  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (36)  (0.358)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (36)  (0.358)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.016)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 1   0.008   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 1)  (0.008)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 1   0.006   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
   ※有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） ( 1)  (0.006)   

（d） そ の 他 費 用 1   0.010   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 1)  (0.008)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 76   0.755    

期中の平均基準価額は、9,937円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン

ドに対応するものを含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
 

 

  



品 名：90001_140793_003_03_野村サステナブルセレクト（世界株式型 A コース）_994160.docx 

日 時：2024/1/12 10:32:00 

ページ：9 

 

－ 9 － 

野村サステナブルセレクト（世界株式型 Aコース）

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.47％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）当ファンドのその他費用には、外貨建資産の保管等に要する費用、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、信託事務の処理に

要するその他の諸費用等が含まれます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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野村サステナブルセレクト（世界株式型 Aコース）

○売買及び取引の状況 (2023年６月13日～2023年12月12日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
グローバル・サステナブル・エクイティ マザーファンド 7,459,568 8,801,077 9,317,901 10,961,086 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2023年６月13日～2023年12月12日) 

 

項 目 
当 期 

グローバル・サステナブル・エクイティ マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 9,682,900千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 51,376,313千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.18   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2023年６月13日～2023年12月12日) 

 

＜野村サステナブルセレクト（世界株式型 Aコース）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜グローバル・サステナブル・エクイティ マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 2,593 311 12.0 5,703 311 5.5 

平均保有割合 17.4%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
信託銀行です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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野村サステナブルセレクト（世界株式型 Aコース）

○組入資産の明細 (2023年12月12日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

グローバル・サステナブル・エクイティ マザーファンド 8,797,402 6,939,068 8,446,928 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2023年12月12日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

グローバル・サステナブル・エクイティ マザーファンド 8,446,928 96.9 

コール・ローン等、その他 272,558 3.1 

投資信託財産総額 8,719,486 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊グローバル・サステナブル・エクイティ マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（51,068,419千円）の投資信託財産総額

（51,357,108千円）に対する比率は99.4％です。 

＊外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝145.88円、１英ポンド＝183.25

円、１スイスフラン＝166.09円、１デンマーククローネ＝21.06円、１ユーロ＝157.00円、１香港ドル＝18.69円、１ルピア＝0.0094円、１新

台湾ドル＝4.6285円、１インドルピー＝1.76円。 

 

  

親投資信託残高 
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野村サステナブルセレクト（世界株式型 Aコース）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年12月12日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 16,852,523,989   

 コール・ローン等 118,952,596   

 グローバル・サステナブル・エクイティ マザーファンド(評価額) 8,446,928,116   

 未収入金 8,286,643,277   

(B) 負債 8,326,016,574   

 未払金 8,133,037,239   

 未払収益分配金 8,441,772   

 未払解約金 116,684,181   

 未払信託報酬 67,700,701   

 未払利息 35   

 その他未払費用 152,646   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 8,526,507,415   

 元本 8,441,772,520   

 次期繰越損益金 84,734,895   

(D) 受益権総口数 8,441,772,520口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,100円 
 

（注）期首元本額は 9,801,276,575 円、期中追加設定元本額は

94,010,032円、期中一部解約元本額は1,453,514,087円、１口当た

り純資産額は1.0100円です。 

（注）投資信託財産の運用の指図に係わる権限の全部又は一部を委

託する為に要する費用、支払金額224,515,644円。（'22年７月29

日～'23年12月12日、グローバル・サステナブル・エクイティ マ

ザーファンド） 

○損益の状況 (2023年６月13日～2023年12月12日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       21,523   

 支払利息 △       21,523   

(B) 有価証券売買損益 129,586,312   

 売買益 1,304,535,619   

 売買損 △1,174,949,307   

(C) 信託報酬等 △   68,044,374   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 61,520,415   

(E) 前期繰越損益金 336,727,405   

(F) 追加信託差損益金 △  305,071,153   

 (配当等相当額) (     18,441,452)  

 (売買損益相当額) (△  323,512,605)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 93,176,667   

(H) 収益分配金 △    8,441,772   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 84,734,895   

 追加信託差損益金 △  305,071,153   

 (配当等相当額) (     18,525,026)  

 (売買損益相当額) (△  323,596,179)  

 分配準備積立金 389,806,048   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2023年６月13日～2023年12月12日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2023年６月13日～ 
2023年12月12日 

a. 配当等収益(経費控除後) 24,194,335円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 37,326,080円 

c. 信託約款に定める収益調整金 18,525,026円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 336,727,405円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 416,772,846円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 493円 

g. 分配金 8,441,772円 

h. 分配金(１万口当たり) 10円 
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野村サステナブルセレクト（世界株式型 Aコース）

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 10円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 
 

 

○お知らせ 

信託期間を「2031年12月12日まで」から「無期限」に変更する所要の約款変更を行ないました。

 ＜変更適用日：2023年９月８日＞ 
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